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取組項目 障がい者サポート取組内容（概要） 

③事業所や店舗のユニバーサルデザイン化を推進している。 ・固定式机の一部を可動式に変更 ・手すりの設置 
・身障者用トイレ設置 ・車イス専用駐車スペースの確保 
・障がい学生が休憩できるプライベートルーム 

④障がい等について職員を対象とした研修を定期的に実施している。 ・全職員研修会（年2回）の中で、障がい学生の出身高校の教員からの講演。 
・特別支援学校の校長による人権講話 
・「障がいのある学生の就学支援に関する講演会」（一般参加可） 
 

⑤障がい者への配慮等を含んだ接客等についてマニュアル化し、かつ、
実践している。 

障がい学生本人と相談し、授業や試験時の「配慮事項」をまとめ、教員に配布。 

⑥障がい者施設の商品の購入又は販売場所の提供等、障がい者施設
の販路拡大に大きく寄与している。 

障がい者施設（５事業所）の商品を学内販売。 
 

⑦障がい者あるいはその保護者等の支援団体等であって、障がい福祉
に関するイベントの開催等、市民の理解を促進する取組を実施している。 

「障がいのある学生の就学支援に関する講演会」（一般参加可）や「発達障がいの理解と支援」を
テーマにオープンカレッジを実施。 

⑧上記に掲げるもののほか、障がい福祉に資すると認められる取組を
実施している。 

障がい学生（重複障がい2名、聴覚障がい1名）の特性に応じた支援 
（支援者兼通訳者の配置、ベッドでの受講、学生サポートボランティア（有償）によるノート代筆・パソ
コンテイク、講義資料の事前配布、定期試験の別室受験・時間延長） 


